
 

 

平成 28 年度 蚊の生息状況調査について 
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要旨 
 

平成 28 年度の蚊の生息状況調査は水戸市内にある偕楽園を調査定点に設定し，6 月～10

月の間で月 2 回（計 10 回）調査を実施した。蚊は 8 種 677 匹（雌 604 匹,雄 73 匹）捕獲さ

れ，そのうちヒトスジシマカが 443 匹（雌 417 匹，雄 26 匹）であり，全体の 65.4％を占め

た。ヒトスジシマカの雌については病原体検査（デングウイルス，チクングニアウイルス

およびジカウイルス）を実施し，全て陰性であった。 

キーワード：ヒトスジシマカ，CDC ライトトラップ法，デングウイルス，チクングニアウ

イルス，ジカウイルス 
 

 

1 はじめに 
近年，国際的な人の移動の活発化に伴い，

蚊媒介感染症は海外から持ち込まれる事例

が増加している。平成 26 年 8 月には，国内

でデング熱に感染した患者が約 70 年ぶり

に報告された 1)。平成 28 年 2 月 5 日にブラ

ジルを始めとする中南米地域で流行してい

るジカウイルス感染症が 4 類感染症に追加

された。 

茨城県では，デング熱，チクングニア熱

及びジカウイルス感染症の蚊媒介感染症の

まん延防止を図るため，「蚊媒介感染症に関

する特定予防指針」2)に基づき茨城県蚊媒介

感染症対応の手引きを作成した。その一環

として，平成 28 年度より，定点観測地点を

設け，定期的に蚊の生息状況を調査し，デ

ングウイルス，チクングニアウイルスおよ

びジカウイルスの媒介種であるヒトスジシ

マカの雌を対象にウイルス遺伝子の保有状

況を調査したので，以下のとおり調査結果

について報告する。 

2 調査方法 
2-1 調査定点および調査実施期間 
 水戸市内にある偕楽園に，図 1 に示した

3 カ所の調査定点を設定し，2016 年 6 月第

2 週から 2016 年 10 月 3 週までの期間で月 2

回（計 10 回）蚊の調査を実施した。 

 
図 1  偕楽園内３調査定点 

 
2-2 蚊の捕獲方法 
 蚊の捕獲方法は CDC ライトトラップ

（John W.Hock Company）を使用し，蚊の誘

引のためドライアイス(1～1.5kg)を併用し

た 3)。トラップを設置する高さを約 75cm と

茨城衛生研究所年報No.55　2017　　　

-47-



 

 

し 3)，14 時～15 時の間にトラップを設置し，

翌朝 9 時～10 時にトラップを回収した。ト

ラップの設置，回収および捕獲された蚊の

衛生研究所への搬入は水戸保健所が実施し

た。 

 

2-3 蚊の同定 

 捕獲された蚊は-80℃にて数時間静置し

た後，実体顕微鏡下で形態学的な特徴 4),5)

により種類および雌雄を同定し，個体数を

記録した。 

 

2-4 ウイルス遺伝子検査 

デングウイルス，チクングニアウイルス

およびジカウイルスの主要な媒介蚊である

ヒトスジシマカの雌を対象とし，調査定点

毎に最大 30 匹を 1 プールとし，デングウイ

ルス，チングニアウイルスおよびジカウイ

ルスの RT-PCR 法 6),7) ,8)による遺伝子検査を

実施した。 

 

3 結果および考察 
3-1 蚊の捕獲状況 

全調査で捕獲された蚊の各調査定点にお

ける種別捕獲数を表 1 に示した。蚊は 8 種

677 匹（雌 604 匹,雄 73 匹）捕獲され，その

うちヒトスジシマカが 443 匹（雌 417 匹，

雄 26匹）であり，捕獲された蚊全体の65.4％

を占めた。次いでオオクロヤブカが 134 匹

（19.8％），コガタアカイエカ 61 匹（9.0％），

アカイエカ群 23 匹（3.4％）であった。そ

の他，ヤマトヤブカ 9 匹，キンイロヤブカ

3 匹，ハマダライエカ 2 匹，シナハマダラ

カ 1 匹であった。 

 各調査定点別での捕獲状況は各調査定点

ともにヒトスジシマカの捕獲割合が最も高

く，①調査定点が 76.9％，②調査定点が

68.5％，③調査定点が 53.2％と大半を占め

た。また，オオクロヤブカの捕獲割合は①

調査定点が 9.0％，②調査定点が 14.2％，③

調査定点が 33.7％であり，各調査地点にお

いて，ヒトスジシマカおよびオオクロヤブ

カの 2 種が占める割合が 80％以上であった。

その他の蚊の捕獲割合は各調査定点とも同

様の結果であった。 

 偕楽園内には，ヒトスジシマカ成虫の潜

表 1 偕楽園内で捕獲された蚊の種別捕獲数（6 月～10 月） 

♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂

① 157 6 14 5 8 14 1 2 4 0 0 0 1 0 0 0

② 144 2 23 7 22 3 6 2 2 0 1 0 0 1 0 0

③ 116 18 75 10 13 1 11 1 3 0 2 0 0 0 0 1

計 417 26 112 22 43 18 18 5 9 0 3 0 1 1 0 1

シ
ナ
ハ
マ
ダ
ラ
カ

調査定点

ヤ
マ
ト
ヤ
ブ
カ

ハ
マ
ダ
ラ
イ
エ
カ

コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ

オ
オ
ク
ロ
ヤ
ブ
カ

ア
カ
イ
エ
カ
群

キ
ン
イ
ロ
ヤ
ブ
カ

-48-



 

 

み場所として好適な竹藪や草地などの茂み

などが多くみられた。また，調査場所付近

の作業小屋にはヒトスジシマカ幼虫の発生

源となりうる人工容器が複数みられた。こ

れらの環境がヒトスジシマカの捕獲数が多

かった要因であると考えられた。 
 
3-2 蚊の捕獲推移 
蚊の発生のピークを明らかにするため，

蚊の捕獲推移を図 2 に示した。蚊は全ての

調査日で捕獲され，ヒトスジシマカについ

ては 6 月第 2 週を除き捕獲された。ヒトス

ジシマカおよびオオクロヤブカの捕獲数は

9 月第 4 週にピークがみられた。一方，コ

ガタアカイエカやアカイエカ群などのイエ

カ属の捕獲数は 8 月第 2 週にピークがみら

れた。 

調査期間中，最も蚊が捕獲された 9 月に

比べ，水戸市内の平均気温は 7 月および 8

月の方が高かったが，蚊の捕獲数は伸びな

かった。これは，調査の前日に台風が発生

したことや調査実施日の気象条件による影

響があったと推察された。 

 
3-3 ウイルス遺伝子保有状況 
 各調査定点で捕獲されたヒトスジシマカ

の雌 417 匹から 31 プールの乳剤を作製し，

デングウイルス，チクングニアウイルスお

よびジカウイルスの RT-PCR 法による遺伝

子検査を実施したところ，各ウイルス遺伝

子は検出されなかった。 
 
4 まとめ 
 今回の調査定点はヒトスジシマカ成虫の

潜み場所として好適な場所であった。また，

捕獲されたヒトスジシマカから対象とする

ウイルス遺伝子は検出されなかった。今後

も平常時の調査を継続し，データを蓄積す

図 2 蚊の捕獲推移 
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ることで媒介蚊対策の一助としていきたい。 
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